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背景（社会からの要請）

・ AI実装社会の到来でデータサイエンスの重要性が増し、
データから意思決定・行動につながる統計的思考・判断・表現
力を育成することが急務となっている。

・ ICTの活用に関して学校教育への期待も強まり、文部科学
省が進めるGIGAスクール構想もその実現に向けて準備が進
んでいる。

・ 学校内の設備面が充実する中、実際にどのように活用して
指導を展開するかという問題が出てきた。

2



背景（数学の捉え方の変化）

日本学術会議数理科学委員会数理科学分野の参照基準検討
分科会（2013）、「報告 大学教育の分野別質保証のための教
育課程編成上の参照基準数理科学分野」

大学における数理科学を「数学を中心とし、数学から生まれた
統計学や応用数理などの分野と、数学教育や数学史など数学
と他の学問分野との境界分野を合わせた学問分野」とした上で、
「これからの時代の市民にとって、数理科学的な事象の把握・
処理の能力は欠かせない。市民が正しい判断を行うためには、
データに基づき物事を量的に把握することが必要不可欠である
が、そのような能力の涵養において、数理科学教育（算数・数
学教育）が果たす役割は大きい。」と指摘。

↓

初等・中等教育の算数・数学の教科カリキュラムに影響
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算数・数学の学習過程のイメージ
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中央教育審議会（2016）、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」、別添資料２



報告する内容

推測統計の指導事例

推測統計（推定と検定）

高校２年の数学Ｂの授業で、
問題解決的な活動をどのよ
うに展開するか。

実践と生徒の反応

（2017年９月実施）
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https://www.data-artist.com/contents/data-

science.html(2021.02.12)



指導事例「正規分布を利用した区間推定」

(1)授業の概要

高校２年生を対象にして、
学校設定科目「GS社会と
統計」の時間に正規分布を
用いた区間推定を指導し
た後の1時間で実施

課題「標本の平均から古語
辞典の見出しの総数につ
いて推測しよう！」

→古語辞典の見出しの集
合を母集団として、母平均
の区間推定を行い、母集
団の中の見出しの総数に
ついて推測
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指導事例「正規分布を利用した区間推定」

授業で用いたワークシート（2021年2月，数学B） 7



指導事例「正規分布を利用した区間推定」

(2)生徒の発言やつぶやき 〔調べるページの決め方〕

生徒Ａ 「この辞典は13～1435ページまで見出しがあり、古語辞典が全部

で10冊しかないことも考えるとグループで分担して全ページの見出しを数

えるのは無理だな。」

生徒Ｂ 「そうそう。時間内に終わらないよ。」

生徒Ｃ 「乱数さいを利用するみたいだけど、千の桁まで決めるにはさいこ

ろが4ついるね。」

授業者 「どうやってページを決めますか？」

生徒Ｃ 「4つの乱数さいで桁数を決めておいて、千の位は偶数を0，奇数

を1にすればいい。辞典にないページは無視ということで。」

生徒Ｂ 「そうしよう。」

授業者 「乱数さいを使って同じページに決まったらどうしますか？」

生徒（複数） 「2回目以降は無視しよう。」
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指導事例「正規分布を利用した区間推定」
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(2)生徒の発言やつぶやき 〔見出しの総数の求め方〕

授業者「見出しの総数について推測するにはどんな計算をすればよいですか？
生徒D「古語辞典は全部で1423ページあるから，ｍの不等式の各辺を1423倍
すればいい。」
授業者「母平均mの95％の信頼区間は，“１ページあたりの見出しの数の範囲”
を表しているため、1423倍すると、見出しの総数について推測できます。計算
してみましょう。」
生徒D「私のグループ３は21629.6≦1423m≦24760.2となります。幅が3130.6

もあります。」
授業者「幅を小さくするにはどのようにすればよいですか？」
生徒E「調べるページの数を増やすとよいです。」
授業者「そうですね。母平均mの信頼区間から、区間の幅は2×1.96・s/√nとな
ります。nの値を大きくすると、sの値の変動は一般には小さいので，区間の幅
は小さくなります。例えば，データ数が最も少ないグループ５は区間の幅が一
番長いですね。」



指導事例「正規分布を利用した区間推定」
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指導事例「正規分布を利用した区間推定」
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(2)生徒の発言やつぶやき 〔見出しの数が約23000と発表した後〕

授業者「実はこの古語辞典の見出しは約23000だそうです。」
生徒D「すごい。23000は私のグループ３で計算した不等式の範囲に入っていま
す。」
生徒E「私のグループ８も入っています。」
授業者「皆さんのグループで23000は不等式の範囲に入っていますか？」
生徒E「僕たちのグループ２は、19352.8≦1423m≦22910.3となり、23000は
不等式の範囲に入っていません。しかし、約23000なので僕たちのグループ
の不等式は全くの外れではないと思います。」
授業者「見出しの総数について、不等式の範囲を図に表して比較してみましょう。」



指導事例「正規分布を利用した区間推定」
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(2)生徒の発言やつぶやき 〔図をかいた後〕

生徒F「グループ２と６で23000が不等式の範囲の右側に外れています。」
生徒E「（図から）標本が変わると不等式の範囲が変化することがわかります。
また全てのグループで不等式の範囲は23000より左側によっています。」
生徒F「これらの結果から見出しの総数は約23000といっても、実際は23000よ
り少ないのかな。全てグループで22000は不等式の範囲に入っているしね。」
授業者「区間推定することで，見出しの総数について不等式の範囲で考え、そ
の結果の状況の比較から統計的には23000より少ない可能性があるという話
になりました。」



指導事例「正規分布を利用した区間推定」

(3)生徒は活動の意義をどう感じたか 〔授業後インタビュー〕

• 予想した値の範囲に実際の値が入っているのがすごいと思った。
また、入っていないグループの結果から何故かを考えるのが楽
しかった。

• 予想から、公表されている実際の値は本当かと思うようになっ
た。確かめる方法を知ることができたのがよかった。

• ｎの値を大きくすると、信頼区間の幅が狭くなること、標本の標
準偏差の平均が一定の値に近づくことが分かった。

• 見出し約23000語収録と記載された古語辞典の「約」という表現
が絶秒だと思った。安易に信じてはいけないと思った。

• 各グループの結果を表や図に整理すると、分かりやすくなると
思った。
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数学の単元として指導するために

• 統計の科目ならば、週に１回（50分）で35回

→単元として扱うと週に２回（50分×２）で35回

• 数学の授業として、どのような数学的活動を
行うのかのプランが必要

• 式やグラフに関して，時には要点のみを示す
ことにして、その活用を扱うことも大切

• 様々な授業の適切な場面でICTを活用
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